交流増幅眼電図を用いた視線入力インタフェースにおける連続注視ウィンク入力方式の検討 by 方 文珊
                                 修 士 論 文 の 和 文 要 旨  
 
大学院 電気通信学  研究科  博士前期課程   システム工学   専攻
氏     名 方 文珊 学籍番号  0635024 
論 文 題 目 
交流増幅眼電図を用いた視線入力インタフェースにおける 
連続注視ウィンク入力方式の検討 
 
 要  旨 
 これまでの先行研究では、従来の視線入力インタフェースにおける使用者に強
いる拘束性、Midas Touch Problemという問題を、ヘッドマウントディスプレイ
（HMD）の利用、ガイド式入力インタフェースによって解決してきた。このとき、
先行研究によって提案された移動量算出アルゴリズムでは、移動量と移動角度が
線形関係にあることを利用し、あらかじめ取得した基準量とを比較することで、
移動量から移動角度を視角度2°の精度で算出することを可能にした。しかし先行
研究は、1回のみの眼球移動で眼球移動量を測定し、注視領域判定を行うインタフ
ェース仕様であったため、連続した移動で、各移動後の注視領域判定が可能かど
うかを調べていなかった。 
 そこで本研究では、連続した眼球移動を行った場合で、眼電図からの水平眼球
移動量を用いて、各移動後の注視領域判定を評価した。そして、ウィンクをする
ことによって、マウスなしで同じ機能が実現できる連続注視入力方式の実現性を
検討することを目的とした。 
 連続眼球運動における注視位置の解析は眼電図を用いて行った。微分した眼電
図では、眼電図の電位変動を強調するという特徴がある。微分した眼電図のゼロ
クロスの積分値を視線移動量として解析した。さらに従来キャリブレーション方
法を用いて、キャリブレーションデータから視角度に変換する基準量を算出し、
視線移動量を移動角度に変換した。 
また、今回の実験では、垂直と水平の両方向の電位信号を取っていた。垂直方
向において、眼電図の生波形には水平方向で発生した視線移動時の信号は現れず、
ウィンク時信号と瞬き時信号が主に現れている。また、ウィンク時信号は片目を
瞑って入力することにより、眼電図におけるウィンク時信号は垂直のウィンクし
た側にしか現れなく、瞬き時信号は両目を瞑ることによって垂直方向の左右両目
に現れる特徴がある。水平方向において、眼電図の生波形には視線移動時信号と
ウィンク時信号が現れている。ウィンク時信号は視線移動時に比べて、信号振幅
が極端に大きいという特徴がある。 
その結果、注視領域判定率は移動回数により低下する場合が多かった。その原
因を解明するために、算出移動量を移動回数、移動パターン、移動始点の3つの観
点から評価した。その結果、算出移動量の判定率は移動回数増加により低下して
いたこと、移動パターンによらないことと、移動始点については中央位置から両
端に近づくほど判定率が下がる傾向が見られた。さらに今回提案したウィンク入
力方式では、水平と垂直方向における眼電図の生波形の特徴に着目して、ウィン
クを見極めることができたことから、眼電図を用いて、ウィンク入力ができる可
能性を示した。 
 
 
